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こんにちは。中堀明美です。

今号では当世具足の胴について語らせて頂きます。

横板を順番に重ねて糸で縅していく「素懸威」の手
法でつなぎ合わせて制作された胴。

また、4ヵ所を蝶番でつなぐ手法も施されており、多様な様式を誇る当世具足の発展
に役立てます。共に、横板を縅して胴を制作することが可能に。作業工程が大幅に
短縮され、当世具足に求められていた簡素で丈夫な胴を造りました。最上胴が当世
具足の先駆けとなったとも言えます。（最上地方：現在の山形県で制作されたと言われています。）

塩谷のお墓

日本名城百選「月山富田城跡」 

中国三大謀将の一人「尼子経久」を巡る旅に行って来ましたっ!!!

日本名城百選「月山富田城跡」 

中国三大謀将の一人「尼子経久」を巡る旅に行って来ましたっ!!!

こんにちは、島谷貴子です。 三年ぶりに、大名珍道中（大名歴史研修）へ行って
来ましたっ！！ 今回は広島県尾道市から、やまなみ道を通って約2時間20分、
目的地のある島根県に到着。前々号のハナエモンのタイムスリップコーナーで
ピックアップされた*尼子経久氏についてです。
 (*Vol.53 にて)

洞光寺の開創年代には諸説ありますが、1468年だと言われています。備後国高野山
金尾に*¹尼子清定氏により開創され、現在の地へ移築したのが1468～1488年と言

われています。(*¹尼子経久の父) そして境内にある薬師堂ですが、洞光寺
の起こりは実はここに納まっていた薬師如来さまとされています。
経久氏が城に入り、経久が病気に悩んだときにこのお薬師さまに祈願
を込めたところ、奇異の霊夢により全快したといわれています。
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洞光寺（尼子経久のお墓）

山中鹿介一騎打の処

『昼食』

歴史資料館

月山富田城跡

到着

旅行プラン

素懸縅

すがけおどし

たてはぎどうよこはぎどう

戦国時代に入ると、槍・弓を始めとして、
新しい武器である鉄砲が活用されるよう

になりました。「織田信長」が導入したとされた鉄砲部隊が、当時、最強
と言われていた「武田勝頼」率いる騎馬隊を打ちのめしたことで、鉄砲
が武器として優れていると認識されました。
「当世」とは現代風という意味で、「具足」とは武具のパーツ（兜・面・
袖・三具など）すべて備わっていることを表します。防御機能が完備した
現代風の鎧という意味で名付けられました。当世具足は騎乗、徒歩の
戦いどちらにでも対応でき、中世において上級武将が大鎧、下級武将
が胴丸などを着用したような身分差による甲冑様式の違いはありません
でした。また、ひとつの集団におけるユニ
フォームとしての機能も果たし、敵味方の
区別だけでなく、チームが団結するためで
もありました。

一枚一枚の鉄板を威糸ではなく、鉄の鋲で留めて固定します。
横矧胴や縦に矧いだものを縦矧胴と呼び、総称して桶川胴と言います。

桶の側面に似ており、当世具足の胴で最もよく見
られる種類です。因みに…着脱をしやすく、前後
2枚に分割し左側に蝶番を設けて結び合わせた
のが「二枚胴」、これが5枚に分割されると「五
枚胴」になります。

まずは、尼子経久氏のお墓のある

「洞光寺」に到着！ かと思いきや、
なんとっ！！！！ 「洞光寺」違いをして
いました！ 私達が辿り着いたのは、
松江の「洞光寺」です・・・・・。
同名のお寺ですが経久氏のお墓が
あるのは広瀬の「洞光寺」。
皆さんは、お間違えのないように
して下さい。

各地で戦が爆発的に増え
ていた時代、時間をかけて
沢山の甲冑を作っている時
間はありませんでした。
大鎧、胴丸、腹当、腹巻は、
「小札」と呼ばれる鉄や革
でできた短冊状の板を絹糸
や革紐で縅して（結び付けること）作ってき
ました。しかし小札を1枚1枚縅すのはあまり
に手間と時間がかかります。こうした時代の流
れを受けて、鉄板などの堅固な板をつなぎ留
め、簡素で身体を守るために丈夫な胴を考え
られたのが、「板物胴」です。
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間違って訪れた松江の「洞光寺」
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当世具足の胴

当世具足に求められていたのは簡単で丈夫な具足でしたが、決して雑な造りではなく甲冑師たちの繊細な

技術とアイデアで命を守る胴が造られていったのだと感じました。次号では、最上胴、桶川胴をよりいっそう

発展させた胴等を語らせて頂きます。




